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植物性 プランクトン珪藻の検出による溺死の研究補遺

第1編

頸 動脈切 傷 に よる出血 時,頭 部 打撲 に よる脳 震盪時 お よび絞頸 に

おけ る終 末呼 吸時 に おいて河 中 に投 じ死亡 させ た ウサ ギの

死 体臓 器な らびに骨か ら珪藻 の検 出につ いて
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緒 言

植物姓 プランク トン珪藻(以 下珪藻 と略記す る)

を臓器 および骨等 か ら検出 して溺死の診断に利用す

るこころみはふ るくRevenstorf1)(1904)に はじま

るが,そ の 後 欧 洲ではKasparek2)お よびMuell

er3) 4)一門,わ が 国では友永5) 6)お よびその門下7)-16)

と小川17)ら によつて詳細な 研 究 がお こなわれ,と

くに友永およびその門下による一連の研究 によつて

溺死時における珪藻の意義に関す る研究 はほぼ完成

されたといつて も過言ではない.

しか し法医学 の実際上 においてはなお若干の問題

が残されてお り,た とえば 数 年 前 岡 山 県下におい

て発生 した学童水死事件の際土 葬後数年を経過 し,

白骨化した水死体 についてその死 因が溺死か否かの

鑑定を命ぜ られ たごとく,実 験 的 研究18)に よ らな

ければ判定 に苦 しむよ うな事例18)に 遭 遇 す る場 合

もある.

そこで このよ うな実際にお こりうる種 々の事例を

想定 し,こ のよ うな場合にはたして死体諸臓器およ

び骨等か ら珪藻を検 出し うるか否かについて実験 的

研究をおζなつてお く必要があ り,筆 者 らの1人 奥

山20)は水死 体が すでに火葬に 附 されて しまつ た場

合,残 存 した骨か ら珪 藻 を検 出 し得 るか否かにつ

いて種々の角度か ら検討をこころみ,ま た友永門下

の福田15)も 諸種条件下の 溺 死 における溺水 の体内

侵入に関す る研究 と題 して 放 射 性燐P32溶 液中お

よび珪藻浮游液中で種 々の実験をおこなつているが,

実際われわれの遭遇す る事例 は河,池 あるいは海で

発見 され る水死体であつて,福 田の実験に比較す る

とはるかに珪藻のす くない場所であ り.し たがつて

その結果 も可成 りことなることが予想 されるか ら,

われわれはなるべ く実線に即 した状況のもとで,か

つ実際 にお こりうる事例 について種 々の実験的研究

をこころみたので報告する.

実 験 材 料 数 らび に 実 験 方 法

実験材料:実 験には体 重2.5kg前 後の健常 ウ

サギを使用 した.

実験場所:本 学の周辺を流れ る小 川で,河 水中

の珪藻の数が比較的多い場所をえ らんだが,そ こで

は季節に関係な く,昼 間(午 後2～4時)は ほぼー

定数の珪藻が検出 され たのでその場所で実験をおこ

なつた.

実験 方法

1)対 照実験(空 気栓塞死):ウ サギを空気栓塞



750 神 田瑞穂 ・奥 山正己 ・上村 修 ・服部 久 ・竹丸英夫 ・白石真澄

死 させ,そ の脳,肺,肝,腎,心,四 肢骨(大 腿骨,

上腕骨),脊 椎骨および肋骨 を剔 出 して珪 藻の検 出

をお こなつた.

2)対 照実験(普 通溺死):ウ サギを金網製籠 の

なか に入れ,河 中に投入,溺 死 させ,そ の脳,肺,

肝,腎,心,四 肢骨(大 腿骨,上 腕骨),脊 椎骨およ

び肋骨を剔 出して珪藻 の検 出を おこなつた.

3)対 照実験(河 水経口投与):ウ サギに胃ゾン

デを もつて上記珪藻の存 す る河 水約100ccを 経 口

投 与 し,投 与30分, 1時 間, 3時 間, 6時 間および

24時 間後 にそれぞれ空気栓塞死 させ,脳,肺,肝,

腎,心,四 肢骨,脊 椎骨 および肋骨 を剔出 し,さ ら

に糞塊 について も臓器および骨の場 合と同様珪藻の

検 出を おこなつ た.

4)頸 部刺創実験:ウ サギの 頸 動 脈を メスで切

傷 し,痙 攣後死亡までの時間 を計測すると,頸 動脈

を切傷,出 血 しはじめてか ら約4分 後に痙攣がお こ

り,さ らに約1分 経過後に死 亡することがわかつ た

ので ウサギを固定台 に緊縛 し,頸 動脈を切傷 し出血

しはじめてか ら1分, 2分, 3分 後および痙攣時な

らびに終末呼吸停止 後ただ ちに,固 定 台に緊縛 した

ままウサギを上記河 中に投入 し,約15分 後 その死を

確 認 した後,河 中か ら引きあげ,肺,肝,腎,心,

脳,大 腿骨,上 腕骨,脊 椎骨 および肋骨 を剔 出して

珪藻の検出をお こなつた,

5)頭 部打撲 実 験: 5cm角,長 さ1mの 角材

で固定台に緊 縛 したウサギの後頭部 を2回 殴打 し,

足をつつぱつて痙攣 をおこ し,コ ッヘル止血鉗子に

よる痛覚反射,角 膜反射 の消失を もつて脳震盪の指

標 と した.す なわ ち圧 痛を くわえて も肢体を短縮せ

ず,角 膜反射の消失 したふかい脳 震盪 をお こしたの

ちただ ちに上記河水中に投入,死 後,脳,肺,肝,

心,腎 および大腿骨を剔出 して珪藻の検出をお こな

つた.

6)絞 頸実験:ウ サギの頸部 に麻縄を巻き,地

上約0.5mの たか さに 懸 垂 す ると当初はげし くあ

ばれ るが約20秒 経過す ると無運動期 に入 り,さ らに

約40秒 後痙攣 をおこ し,そ の際瞳孔 はさらに散大す

る.こ の約30秒 の無運動期を経過 した後,終 末呼 吸

期に入 るが,終 末 呼吸の第一 呼吸時 にウサギの頸 部

の麻縄をはず して前記河中 に投入 した.終 末呼吸運

動がつづいておこ り.漸 次 よわ くな り,や がて呼吸

停止 を招来するよ うであつ たが,鼻 口か らの気泡の

発生はほ とんどみ られないか,あ つ てもきわめてわ

づ か で あ り,呼 吸運 動 以 外 に は 痙攣 その 他 の 異 常運

動 は み られ な か つ た.死 後,肺,肝,`腎,心 お よ び

脳 な らび に大 腿 骨 を剔 出 して,珪 藻 の検 出 をお こな

つ た.

7)珪 藻 の検 出:剔 出 した臓 器 お 串 び骨 は蒸 溜

水 で 十 分 洗滌 した後,臓 器 で は約24gr(そ れ 以下

の場 合 は 全量),大 腿 骨,上 腕 骨 お よ び肋 骨 は片 側 の

全 量,脊 椎骨 は 中央 部 の もの10個 を それ ぞ れ清 浄 な

キ ェー ル コル ベ ンに 容 れ,各10ccの 発 烟 硝 酸 お よび

濃硫 酸(検 体 が骨 の 場 合 に は発 烟 硝 酸の み を使 用)

して壊 機 し,冷 後 過 酸 化 水 素 水 を壊 機 液 が 無 色 にな

るま で くわ え,無 色 にな らな い場 合 は さ らに加 熱 し,

透 明 液 を3000r. p. m. 30分 間 遠 心 沈 澱 し,上 清 を

静 か に ピペ ッ トで捨 て,沈 渣 を載 物 硝 子 上 に1滴 滴

下 して鏡 検 し,載 物 硝 子5枚 に つ い ての 珪 藻 数を 合

計 算 出 した.

実 験 成 績

1)本 実 験 をお こな つ た河 水 中 か ら検 出 した珪 藻

はCymbella, Navicula, Melosira, Cyclotella,

 Rhopalodia, Diploneis, Nitzschiaお よ びTabellaria

の8種 で あ り,こ れ らの 珪 藻 の うちで そ の数 が 多 く

み られ た も の はCymbella, Navicula, Melosiraお

よ びCyclotellaで あ り,つ いでDiploneisとNitz

schiaで,Rhopalodiaお よ びTabellariaは も つ と

も少 数 で あ つ た.

2)ウ サ ギを 空 気 栓塞 死 させ,剔 出 した脳,肺,

肝,腎,心,四 肢 骨,脊 椎 骨 お よび肋 骨 をそ れ ぞれ

壊 機 して 検 査 を お こな つ た が,い つ れ も珪 藻 は検 出

され な かつ た.

3)ウ サ ギ を溺 死 させ 剔 出 した脳,肺,肝,腎,

必,四 肢 骨,脊 椎 骨 お よび 肋骨 か ら表1に 示 す ごと

く河 水 中 に み られ た と 同様 の 珪 藻 が多 数 検 出 され,

肺 か ら もつ と も多 く8種98個,つ いで 腎か ら8種49

個,肝 か ら8種35個,さ らに大 腿 骨 で に6種18個,

心 で は6種14個,脊 椎骨 で は6種11個,脳 で は6種

10個 とか な りす くな く,上 腕 骨 で は4種7個,肋 骨

で は3種5個 と は るか に す くな く,総 計247個 で あ

つ た.珪 藻 の 種 類 別 で はCymbellaが72個 で もつ

と も多 く,つ い でNavicula(57個)とMelosira(50

個)で あ り, Cyclotella(28個), Diploneis(15個)

お よ びNitzschia(13個)の 順 でRhopalodiaと

Tabellaniaは 各6個 で もつ と も少数 で あつ た.
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Tab. 1 Planktons which were detected from the organs and bones of the normal

 rabbit that was drowned to death in the river

4)ウ サ ギ に 胃 ゾ ンデ で珪 藻が 検 出 され た河 水約

100ccを 経 口 投 与 し,投 与30分, 1時 間, 3時 間

6時 間 お よび24時 間 後 に そ れ ぞれ 空 気 栓塞 死 させ,

剔 出 した脳,肺,肝,腎,心,四 肢 骨(大 腿 骨,上

腕骨),脊 椎 骨 お よ び肋 骨 を 壤 機 して検 査 した が,い

づ れ も珪藻 は検 出 され な かつ た.し か るに 河 水 を経

口投与 して か ら24時 間 以 内に排 泄 した 糞塊 約20gr

を壊機 後 遠 沈鏡 検 した と こ ろ,河 水 か ら検 出 さ れ

た と同種 の珪 藻,す な わ ちCymbella, Navicula,

 Melosira, Cyclotella, Rhopalodia, Diploneis, Nitzsc

hiaお よびTabellariaが 多 数 検 出 され た.

5)ウ サ ギ を頸 動脈 切 傷 に よ る出血 開始1分 後 に

河 中 に投 入,死 亡 させ た場 合:表2の ご と く,肺

で は河 水 に み られ た と同種 の珪 藻 を 計56個 検 出 し,

その う ちCymbella, Melosiraお よ びNavicnlaが

もつ と も多 く,お の お の 全 量 の1/3～1/4を しめ,

つ い でCyclotellaは 全 量 の 約1/10, Nitzachia,

 Diploneis, Rhopalodiaお よ びTabellariaは い づ れ

も少 数 で あつ た.肺 に つ い で多 く珪 藻 が 検 出 され た

臓 器 は 腎で19個,脳18個,肝16個,大 腿 骨11個,心

臓10個,脊 椎骨9個,上 腕骨6個,肋 骨はもつ とも

す くな く5個 で,検 出 総 数 は150個 で あ つ た.

ま た肺 を の ぞい た臓 器 お よび骨 で は河 水 あ るい は

肺 で検 出 され た8種 の珪 藻 の うち2～6種 で あ り,

ほ とん どがCymbellaお よびNaviculaでMelosira,

 Cyclotellaが つ い で 多 く, Diplpneis, Nitzschiaは

す くな く(肝,脳,大 腿 骨 お よ び脊 椎 骨 での み検 出),

 Rhopalodiaお よ びTabellariaは 検 出 さ れ な か つ

た.

Tab. 2 Planktons which were detected from the organs and bones of the rabbit that was 

drowned to death in the river at I minute under bleeding from the carotid artery
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6)ウ サギを頸動脈切傷によ る出血開始2分 後 に

河中に投 入 し,死 亡 させ た場合:表3の ごと く,

肺では河水にみ られた8種 の珪藻の うち, Nitzschia

をのぞいた7種 の珪藻,計35個 が検出 され,そ の う

ちの2/3以 上をCymbella, Naviculaお よびMelo

siraが しめた.肺 についで多数の珪藻が検出され た

のは肝で13個,腎12個,脳11個,心 お よび大腿骨9

個,脊 椎骨8個,上 腕骨5個,肋 骨は もつともす く

な く4個,総 計106個 で,前 実験 に くらべ 検 出珪藻

総数 は2/3で あつ た.

ま た珪 藻 の種 類 も肺 を の ぞ くと他 臓 器,骨 で は2

～5種 で も ちろ んCymbellaとNaviculaは ほ とん

どす べ て の 検 体 に,つ い でMelosiraとCyclotella

が多 く検 出 され たが,そ の他 で は脳 がDiploneis 1

個,大 腿 骨 でDiploneisお よ びNitzschiaが 各1個

検 出 され た の み で, Rhopalodiaお よびTabellaria

と と もに肺 以 外 の臓 器 な らび に骨 か らは検 出 されな

かつ た.

Tab. 3 Plankton which were detected from the organs and bones of the rabbit that was 

drowned to death in the river at 2 minutes under bleeding from the carotid artery

7)ウ サギを頸動脈切傷によ る出血開始3分 後 に

河 中に投入 し,死 亡 させた場合:表4の ごと く,

河水か ら検出された8種 の珪藻 のうち,肺 では4種

17個,大 腿骨 では3種6個,心 では3種6個,腎 で

は2種6個,肝 では3種5個,脳 では3種4個,上

腕骨お よび肋骨で は2種 各3個,脊 椎骨では1種 の

みで3個,脊 椎骨では1種 のみで3個,総 計54個 で,

これは頸動脈切傷によ る出血開始1分 後 に河中に投

入,死 亡 させ た場合の約1/3,同 じく2分 後に河中

に投入死亡 させた場合の1/2で あつた.

Tab. 4 Plankton which were detected from the organs and bones of the rabbit that was drowned 

to death in the river at 3 minutes under bleeding from the carotid artery
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検 出 され た珪 藻 の う ち で はCymbellaが もつ と

も多 く,つ い でNaviculaで あつ て この 両者 で総 数

の約4/5を しめ, CyclotellaとMelosiraが ほ ぼ 同

数 で これ につ ぎ,そ の他 の 種 類 で は肝 でDiploneis

が1個 検 出 さ れ た の みでRhopalodia, Nitzschia,

お よびTabellariaは まつ た く検 出 され な か つ た.

8)ウ サギ を頸 動脈 切 傷 に よ る出血 開 始 後 ,痙 攣

時 に河 中 に投 入死 亡 させ た 場 合:表5の ごと く,

河水 か ら検 出 され た8種 の 珪 藻 の うち肺 で は4×14

個,肝 で は3種5個,腎 で3種4個,脊 椎骨 で2種

4個,心 お よ び上腕 骨 で2稲 各3個,大 腿 骨 で は1

種 で3個,脳 で は2種2個 肋骨 で は1種 で わ づ か に

1個,総 計39個 で,ウ サギ の頸 動 脈 切 傷 に よ る出血

開始3分 後 河 中 に投 入 死亡 させ た場 合 よ り さ らに少

数で あ つ た.

検 出 され た珪 藻 は4種 の み でCymbellaが もつ と

も多 く,つ い でNaviculaで あ り, Melosiraお よ

びCyclotellaは や や す くな く,他 のRhopaladia,

 Diploneis, Nitzschiaお よ びTabellariaは まつ た

く検 出 され な か つ た.

Tab. 5 Plankton which were detected from the organs and bones of the rabbit that was 

drowned to death in the river under cramps by bleeding from the carotid artery

9)ウ サギを頸動脈切傷により出血させ,終 末呼

吸停止後 ただ ちに河中に投入 した場合:ウ サギを

頸動脈切傷によつて出血 させ,痙 攣,終 末呼吸停止

後,固 定台に緊縛 したままただちに河中に投入 し,

約15分 後 に 引 き上 げ,諸 臓 器 お よび骨 を剔 出,珪 藻

検 出 をお こな つ た成 績 は表6の ご と く,検 出 された

珪藻 の種 類 お よ び個 数 はCymbella 2個, Navicula,

 Melosiraお よ びCyclotella各1個 計4種5個 で あ

Tab. 6 Planktons which were detected from the organs and bones of the rabbit that

 was thrown into the river under standstill of terminal breathing
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り, Rhopalodia, Diploneis Nitzschiaお よびTabe

llariaは 全 く検出せ られ なかつた
.

10)ウ サギを後頭部殴 打 に よつて脳震盪 をお こ

させ,河 中に投入,死 亡 させ た場合:表7の ごと

く,河 水か ら検 出された8種 の珪藻の うち肺では7

種57個,腎 で は4種6個,心 では2種5個,大 腿骨

では3種5個,肝 では3種4個,脳 では2種3個 ,

計80個 の珪藻 が検 出せ られ,肺 では約3/4,そ の他

の 臓 器,骨 で き わ め て す くな く,合 計 で残 りの 約

1/4に す ぎな か つ た.

珪 藻 の 種 類 別 で はCymbellaとMelosiraが 同数

与で もつ と も多 く
,つ い でNaviculaが 多 く, Cyclo

tellaお よ びNitzschiaは や や す くな く, Diploneis

とTabellariaは きわ めて す くな く, Rhopalodiaは

まつ た く検 出 され な か つ た.

Tab. 7 Planktons which were detected from the organs and bone of the rabbit that

 was drowned to death in the river under concussion of the brain

11)ウ サギを絞頸 し,そ の 終 末 呼吸時に索条を

はず し河 中に投入,死 亡 させた場合:表8の ごと

く,河 水か ら検 出され た8種 の珪藻の うち肺 では7

種14個,腎 では3種3個,脳,心,お よび肝 では2種

で各2個,大 腿骨では1種 で2個,計25個 の珪藻が

検出 され,そ の過半数 は肺か らで,他 の脳,肝,腎,

心お よび大腿骨 ではきわめて少数 しか検出されなか

つ た.

ま た珪 藻 の種 類 別 で はNaviculaお よびCymbella

が もつ と も多 く, Melosiraは その 半 数, Cyclotella,

 Rhopalodia, Diploneisお よ びNitzschiaは い づれ

も 各1個(い づ れ も 肺 か ら の み 検 出 され た)で

Tabellariaは ま つ た く検 出 せ られ な か つ た.

Tab. 8 Planktons which were detected from the organs and bone of the rabbit that was 

drowned to death in the river under terminal breathing by strangulation

総 括 な ら び に 考 按

以上の実験成績 を総括す るとつぎのごと くであ る.

1)本 実 験 を お こな つた 河 水 か らCymbella,

 Navicula, Melosira, Cyclotella, Rhopalodia, Diplo

neis, Nitzschiaお よ びTabellariaの8種 の 珪 藻 が

検 出 さ れ,そ の う ち多 数 み られ た も の はCymbella,

 Navicula, Melosiraお よ びCyclotellaで あ つ た.
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2)ウ サギ空気栓塞死体 の脳,肺,肝 ,腎,心,

 四肢,骨(大 腿骨,上 腕骨),脊 椎骨および 肋骨 か

らは珪藻は検出され なかつた.

3)ウ サギ溺死体の脳,肺,肝,腎 ,心,四 被骨,

脊椎骨 および肋骨か らはいづれも河水中にみ られた

と同種の珪藻が検 出され,肺,腎 および肝で はきわめ

て多 く,上腕骨 および肋骨 では少数であつた.珪藻の

種類 ではCymbellaが もつ とも多 くNaviculaお よ

びMelosiraが これにつぎ, Cyclotellaは ややす くな く,

 ついでDiploneisお よびNitzischiaで, Rhopalodia

およびTsbellariaは もつ とも少数であつた.

4)ウ サギに珪藻の存在す る河水を経口投与 し,

投与30分, 1時 間, 3時 間, 6時 間および24時 間後

にそれぞれ空気栓塞死 させ た死体の脳 ,肺,肝,腎,

心,四 肢骨,脊 椎骨 および肋骨か らは珪藻は検出さ

れなかつたが,排 泄 した糞塊か らは河水 と同種 の珪

藻が多数検出 された.

5)ウ サギを頸動脈切傷による出血開始1分 , 2

分, 3分 後および痙攣時河 中に投入死亡 させ,ま た

終末呼吸停止後 に同様河 中に投入 し,こ れ らの脳,

肝,肺,腎,心,大 腿骨,上 腕骨,脊 椎骨および肋

骨について珪藻の検出をおこなつたが,検 出総数は

出血開始1分 後に死亡 させた場合150,同2分 後に

死亡させた場合106, 3分 後に死亡 させ た場合54,

痙攣時 に死亡させ た場合39,終 末呼吸停止後 に河中

に没 した場合 は5で あ り,こ れ らの検 出総数の うち

約1/3(終 末呼吸停止後 の場合はすべて)が 肺 か ら

検出されたものであ り,つ いで腎,肝,脳,心 およ

び大腿骨 か ら多 く検出され,上 腕骨,肋 骨では比較

的少数であつた.

珪藻の種類では河水の成績 と同様Cymbellaが も

つ とも多 く,つ いでNavicula , Melosira, Cyclotella

で, Diploneis, Nitzschiaは す くな く, Tabellaria,

 Rhopalodiaは き わ め て す くな く,後4種 の珪藻は

出血開始2分 後に死亡させ た場合までは若干み られ

たが,同3分 以後に死亡 させた場合ではすでにほと

んど各臓器お よび骨 か ら検 出されず,も ちろん終末

呼吸停止後に投水 させた場合にはまつた く検 出され

なかつ た.

6)ウ サギを後頭部殴打 によつて脳震盪をお こさ

せ河中絶投入,死 亡 させ た場合にその脳,肺,肝,

腎,心 および大腿骨 か ら検 出された珪藻は総数80個

で,そ の約3/4は 肺か ら検出 され,の こりの約1/4

がその他の臓器 および大腿骨 か らほぼ同数程度づつ

検出された.珪藻の種類 ではCymbellaお よびMelo

siraが 同数で もつ とも多 く,つ いでNaviculaの 約

半数がCyclotellaお よびNitzschiaで あり, Diplo

neisとTabellariaは きわめてす くな く, Rhopalodia

はまつた く検 出せ られなかつた.

7)ウ サギを絞頸 し,そ の終末呼吸時 に索条 をは

な し,河 中に投入,死 亡 させた場合にその脳,肺,

肝,腎,心 および大腿骨か ら検出 され た珪藻の総数

は25個 で,そ の過半数は肺 から検出され,の こりの

半 数以下の珪藻がその他の臓器 および大腿骨か らほ

ほ同数づつ少数検出せ られた.

珪藻の種類で はNaviculaが もつとも多 く,つ い

でCymbella, MelosiraはCymbellaの 半数, Cyclo

tella, Rhopalodia, Diploneisお よ びNitzschiaが

各1個 づつ検 出せ られた.

さて空気栓塞によつて死亡させ たウサギおよび珪

藻の存在す る河水を胃ゾンデで経 口投与 し,投 与後

30分, 1時 間, 3時 間, 6時 間 および24時 間後に空

気栓塞 によつて死亡 させたウサギの各臓器 な らびに

骨か ら珪藻の検出 されなかつたことは,食 餌あ るい

は河水 に混 じて経口的に摂取 した珪藻は胃および腸

管壁か らは吸収あ るいは侵入す ることな く,し たが

つて大循環系 には侵入せずそのまま体外に排泄 され

ることがわかつ た.

頸動脈に創傷 をうけ,そ の出血時 あるいは痙攣時

に河 中に転落,死 亡 した際,は たして死体臓器な ら

びに骨等か ら転落 した河中に存在す る珪藻が検出さ

れるかいなかの実験 をこころみたが,出 血を してい

るとき,出 血が よわまつて死戦期の痙攣がお こつて

い るときに河中に投入 して水死 させ た場合はいづれ

も脳,肺,肝,腎,心,大 腿骨,上 腕骨,脊 椎骨お

よび肋骨の全 部あるいはそのい くつかか ら河水にみ

られ ると同種の珪藻が検 出され,そ の検 出珪藻数は

頸動脈か らの 出血の程度に反比例する.すなわち,出

血の程 度がよわい時期には検 出珪藻数多 く,出 血の

程度がつ よくなり,さ らに死戦期痙攣をおこすよ う

になるにしたがつて,検 出され る珪藻の数がす くな

くなることがわかつた,し か し頸動脈か らの出血が

限度に達 し,死 戦期痙攣を経過 し,終 末呼吸を数回

繰 り返 し,出 血死 した とおもわれた直後に河中に投

入 し,約15会 間深 さ0.5mの 河中 に放 置 したの ち

引 きあげてその脳,肺,肝,腎,心,大 腿骨,上 腕

骨,脊 椎骨 および肋骨 について珪藻の検 出をお こな

つ たところ,肺 か らは少数の河水 と同様の珪藻 が検

出されたが,そ の他 の臓器および骨か らは珪藻 は検

出されなかつた.し たがつて頸に創傷があ り,そ こ
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か ら多量の出血を した とおもわれ る場合で も,い ま

だ生活反応(出 血あ るいは痙攣時)の み られ る間,

しか も生命力がなおつ よいときか,あ るいはかな り

おとろえてい るときに水 中に転落 した(転 落 された)

ものか,す で に出血死 したの ちに水 中に転落 された

ものかは上記の各臓器および骨につ いて珪藻の検出

をお こない,そ の検査結果か ら判定 が可能であ ると

お もわれ る,友 氷および須山21)は23才 の青年が20

数ケ所 の切創よび刺創を うけ約50m逃 げて河中に

入 り死亡 した例 について報告 し,肺,肝,脾,膵,

脳 および心臓血か ら普通 の溺死 と同量 の珪藻を検出

した とのべてい るが,こ れ らの創はその一つ一つ は

いづれ も致命傷ではなかつ たものであろう.

つぎに後頭部 を棍棒 等の鈍体で殴打 され,脳 震盪

をお こしてい はゆる意識不明の状態 で水中に 自然 に

転 落(岸 辺 で)し た り,あ るいは転 落させ られたり

した場 合,脳,肺,肝,腎,心 および大腿骨等か ら

珪藻が検 出され るものか否かの実験 をこころみたと

ころ,肺 か らは多数,脳,心,肝,腎 および大腿骨

か らも少数では あるが河水にみ られ た8種 の珪藻の

うち,そ の2～7種 が検 出された.し たがつて溺死

の場合 と同様 に肺以外の諸臓器および骨か らも珪藻

が検 出されるが,検 出 され る珪藻の種類および数 は

溺死 の場 合に くらべてはるか にす くない.

かつ て斉藤22)お よび諸橋23)は 死体 の頭部に打撲

の存在 したこと,肺 中には吸収 した水が存在 するが

胃中には嚥下 した水の存在 しないと云 う所見 か ら,

また脳震盪 中は水の嚥下能力がない という理 由か ら

該死体 は頭部打撲 によ り死亡前脳震盪 に陥つたのち

投棄 され たとゆ う鑑定 について再鑑定をお こない,

重篤な脳震盪患者 の口中に水を入れれば これを嚥下

す る,すなわ ち嚥下運動を保存す ることを詳述 し,か

つ動物実験を こころみ動物の頭 部を打撲 して脳震盪

をおこさせたの ち溺死 させた場合 には溺没液 を気管

中に吸入す ると同時に胃中に も嚥下す ることをみ と

め,さ らにHandbuch der Praktischen Chirurgie 5

 Auf1. Ba 1. S. 224の 重症 の脳震盪 症状記載の条

下 に"Wenn Wasser in den Mund Iegossen wird,

 eine Schluckbe wegung erfolgt"な る記載 を 引 用 し,

脳震盪の ときには軽症の ときは もちろん重篤 のとき

にも嚥下運動を存 し,も し生存 中水中にはいるとき

には肺に水を吸引すると同時に胃中に も多少 の差は

あつて も水 を嚥下 するとのべている.

よつて 「死体 は頭部の受傷後,失 神昏倒せ る際に

水 中に入 れ られた るものな るべ く,み つか ら水 中に

入 りたるとす るには,胃 腸等消化管内に水分を保有

せ ざるをもつて他殺 たりと思惟す」 との前鑑定にた

いし 「本死体においては頭部顔面等 に著明な創傷を

有 しお るも溺死 の状を呈す る故 に被害者が頭部の打

撲 をうけ脳震盪をお こし,失 神昏倒せ る場合 に水 中

に投ぜ られ溺死 したものな るか,ま たは頭部の打撲

をうけしも脳震盪をお こさず被害者 自身にて入水し

て溺死せ しものな るかを区別 す ることをえず,故 に

自他殺 の区別 不明なり.」 と鑑定 し,追 記 と して 上

記鑑定書によ りて被疑者は証拠不充分の廉 によ り無

罪の判決を受 けたと報告 している.現 在 おこなわれ

ている珪藻検 出法を もちい著者 らの実験成績を参照

せ られれば,該 事件 も明瞭 に鑑定をな し得たであろ

うと惜 しまれ る.

最後 にウサギを絞頸後終末 呼吸時に索条をはず し

て河 中に投入 した実験であ るが,こ れは索条をもち

いての絞頸時,す でに抵抗 がな くな り,ぐ つた りし

た際等 に水中に転落せ しめ られた場合,脳,肺,肝,

腎,心 および大腿骨等か ら水 中の珪藻が検出 され る

か否かの実験 をこころみたところ,肺 か らはやや多

く,脳,心,肝,腎 および大腿骨か らも少数ではあ

るが水 中にみ られ ると同種 の珪藻が検 出せ られうる

ことがわかつた.

溺死者の肺 中に入 る液体が呼吸困難時 に多いが終

末呼吸期に多 いかは古 くか ら種 々の議論のあ るとこ

ろでHofmann24)の 説によれば肺 中にとどま る液体

の大部分は終末呼吸期 に吸入 された もので,呼 吸困

難期において は反射機能がつ よいために一旦 吸入さ

れた液体もただちに呼 出 せ られ る ものであるとの

べ, Paltauf25)は 各個人 により,あ るいは気管の各

部分において刺戟反応 は相異ある故,か な らず しも

呼吸困難期において 肺 中 に液 体 を吸入せ ずとは限

らない と称 し,ま たBrowardelお よびLoye26)は

Hofmannの 説に反対 して,肺 中 に吸 入されて とど

まる液体の最大部分 は呼吸困難期 において入 るとい

い,気 管切開をほど こした試験動物を溺死せ しめ,

その吸入 された液体 を正確に測定 し,肺 中に吸入 さ

れた液体全量 中その4/5は 呼吸困難期において吸入

され るものであることを証 明 した. Margulies27)は

ウサギについてその肺の重 量を ウサギ1kgに つき

5,978grと 算定 し,溺 死 し たウサギ の肺 の重量よ

りそ の 平 均 数 を 減 算す る実験 によつ て上述Hof

mannの 説 と一致 したが,そ の算定がはなはだ実際

と差違あることによ り,か つそれ が肺活量を度外視

したることによつてWachholzの 反 対 を こ うむ り
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Wachholzお よびHoroszciewicz28)はHofmann実

験にならつて実験 し,試 験動物を 「メチ レン青」中

に溺死せ しめ,終 末呼命期のお こるに先だつて これ

を絞頸 し,そ の肺がすでに著明 に青染せ ることを み

とめ,か つ左心臓部の血液のいち じるしい稀釈 を証

明し,他 方試験動物 をは じめ絞頸 し,終 末呼吸開始

とともに これを液中に投 じたのにごうも肺の青染 を

みとめず,ま た左心臓部の血液稀釈 を証明 しなかつ

たので肺中に達す る液体の最大量は呼吸困難期にお

いてするものな りと結論し,ほ ぼ このWachholzら

の考え方がみとめ られてお り,諸 橋23)も 終末呼吸

期に肺中に入 る液体はきわめて僅微であるとのべて

いる.わ れわれの実験で も出血後の痙攣発作時(こ

れは窒息の際の痙攣発作 と同様である)河 中に投入

溺死させた場合 よりも絞頸後の終 末呼吸時に溺死 さ

せた場合の方が検出 され る珪 藻 の 数 が 少数であつ

た.

福田15)も ネ コの 首 に ロープを結び,絞 頸 し,痙

攣期にはい り,瞳 孔散大 して約30秒 を経て紐を とき,

ただちに珪藻浮游液中に投水溺死 させ,臓 器えの珪

藻の分布は膵および骨髄 には侵入をみ とめず各臓器

の1grあ た りの珪藻数 も1個 以下 であつた とのべ,

大循環系臓器えの侵入分布の減少 は侵入溺水量の減

少と生前の絞頸 のシ ョックによ る影響 と思惟 してい

る.

結 論

ウサギを空気栓塞死,普 通溺死,河 水経口投与後

空気栓塞死(以 上対照実験),頸 動 脈 切傷による出

血開始1分, 2分, 3分 後および痙攣発作時 に河水

をもつて溺死,な らびに大量出血によ る終末呼吸停

止直後に河 中に投入,頭 部殴打による脳震盪河 中に

投入 さらに絞頸 による終末呼吸時に索条をほどいて

河 中に投入 し,以 上各死亡後脳,肺,肝,腎,心,

四肢骨等を剔 出,珪 藻の検出をお こなつ た.

1)ウ サギの諸臓器お よび骨等か らは珪藻はまつ

た く検出 され ない.

2)珪 藻の存在する河水を経 口投 与 しても消化管

をのぞいた諸臓器および骨等 か らは珪藻 はまつた く

検 出されない.

3)頸 動脈 切傷によ る出血開始1分, 2分, 3分

後および痙攣発作時,頭 部殴打による脳震盪時な ら

びに絞頸による終末呼吸時に各河中に投入,死 亡後

死体 の諸臓器 および骨 を剔出,珪 藻の検 出をお こな

つた結果は,い づれの場合において も諸臓器および

骨等か ら河水 に存在す ると同種の珪藻が検出 され,

その検 出数は頸動脈切傷 によ る出血1分 後溺死 させ

た場合 にもつとも多 く,つ いで同2分 後溺死 させた

場 合,脳 震盪時溺死 させた場 合,出 血3分 後溺死 さ

せ た場合,痙 攣発作時に溺死 させ た場合の順であ り,

絞頸 による終末呼吸時に溺死 させた場合がもつ とも

少数であつた.

4)頸 動脈切傷によ る終末呼吸停止直後に河中に

投入した場合にも肺か らはきわめて少数の珪藻が検

出 され たが,そ の他のいわゆ る大循環系臓器お よび

骨等か らは珪 藻は検出 されなかつた.

擱筆するにあた り,三 上教授 の指導,校 閲を深謝

します.

この研 究は昭和35年2月,第69回 岡山医学会総会

および昭和35年4月,第44次 日本法医学会総会 で発

表 した.

(文献は第2編 に一括)
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The authors have experimented to detect the planktons from the drowned dead bodies 
under the special conditions. Rabbits were thrown into the ditch water after they were 
injured the carotid artery, during the terminal breathing by strangulation and concussion of 
the brain. It was tried to detect the planktons after the incinaration of organs and bones. 
Results are following;

1) Planktons could not be detected from organs and bones of rabbits that were put the 
ditch water into stomach with catheterization.

2) Planktons could be detected from the organs and bones of rabbits that were drowned 
to death after injured to the carotid artery, but longer the time after injured, lesser the 
plankton can be detected.

3) Excepting lung, there were no planktons in the organs and bones of the rabbits 
that were thrown into the river after death by bleeding.

4) From the organs and bones of the rabbits that were thrown into the river under 
standstill of therminal breathing by strangulation, several plankton could be detected though 
in small number.

5) Planktons could be detected from organs and bones of the rabbits that were drowned 
to death in the river under concussion of the brain.


